
“

。

■

ｇ

『

平
成
一
八
年
（
二
○
○
六
年
）
、
金
沢
文
庫
の
保
管
す
る
「
称
名
寺
聖
教
」
言
◇
、
○
二
七
点
が
、
砿
要
文
化
財
に
脂
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
そ
れ
を
記
念
し
て
、
同
年
に
企
画
展
「
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
学
問
」
が
淵
仙
さ
れ
た
。
そ
の
展
示
品
の
一
つ
が
、
称
潴
寺
所

蔵
本
『
科
註
妙
法
蓮
蠣
経
」
〔
以
下
、
称
名
寺
本
な
い
し
称
名
寺
本
一
科
註
迄
で
あ
っ
た
。
当
企
画
展
の
例
録
で
あ
る
『
よ
み
が
え

る
鎌
倉
の
学
問
』
で
は
、
称
名
寺
本
「
科
註
」
に
つ
い
て
、
写
真
を
掲
救
し
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

洲
江
省
凹
明
山
の
天
台
寺
院
で
開
版
さ
れ
た
法
雄
経
の
大
型
版
本
。
元
版
と
見
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
袋
綴
装
と
な
っ
て
い
る
．

虹
義
山
長
福
禅
寺
の
什
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
墨
香
が
あ
る
が
、
ど
こ
の
禅
院
で
あ
る
か
は
未
詳
。
巻
第
六
に
イ
チ
ョ
ウ
と

叩
』
）

麻
の
葉
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
の
は
防
虫
効
果
を
期
待
し
た
も
の
ら
し
い
。

こ
の
短
い
紹
介
文
に
は
、
称
名
寺
本
「
科
註
」
の
書
誌
的
方
面
に
関
す
る
特
徴
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
，
元
版
雨

（
３
）

国
の
元
代
に
刊
行
さ
れ
た
典
籍
〕
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
現
状
で
は
袋
綴
装
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
施
菱
山
長
福
禅
寺
の
什

物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
墨
書
が
あ
る
が
ど
こ
の
禅
院
で
あ
る
か
未
詳
で
あ
る
こ
と
、
の
三
点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
点
は
、
川

桂
林
学
擢
第
三
十
二
号
令
和
五
年

称
名
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』

は
じ
め
に

小
考

大

平

寛

龍

－85－



『
法
鞭
偏
仰
』

に
側
し
て
、

存
在
す
る
。

小
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
中
心
に
、
称
名
寺
本
「
科
註
』
は
如
何
に
位
枇
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
か
、
改
め
て
検
討
し
た

壬

げい
。
そ
れ
と
共
に
、
従
来
の
諸
見
解
に
つ
い
て
も
、
兼
者
の
調
在
を
踏
ま
え
つ
つ
艘
理
・
検
証
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
称
躬

寺
本
『
科
註
』
の
実
態
に
つ
い
て
、
倣
か
な
が
ら
も
解
明
に
辿
り
た
い
。

た
だ
こ
れ
ら
の
特
徴
に
関
す
る
言
及
は
、
「
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
学
問
」
と
『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
に
先
行
す
る
諸
文
献
に
お
い

て
．
屯
養
山
長
福
禅
寺
を
不
詳
と
す
る
こ
と
以
外
は
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
を
確
認
す
る
と
、
書
誌
的
観
点
か

（
７
）

ら
言
及
し
た
川
瀬
一
馬
「
中
世
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
庫
」
、
商
橘
秀
栄
編
「
金
沢
文
庫
保
符
版
本
日
録
」
〔
以
下
、

８

｛
９
－

（
冊
）

「
版
本
目
録
』
、
側
録
『
テ
ー
マ
展
法
華
信
仰
」
〔
以
下
、
図
録
『
法
錐
僧
仰
』
〕
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、

元
版
と
い
う
点
に
関
し
て
、
川
瀬
一
馬
氏
が
「
鎌
倉
末
期
刊
」
で
あ
り
「
こ
れ
も
五
山
版
の
内
で
あ
ろ
う
」
、
そ
し
て
「
直
接
唯
づ

Ⅷ
一

池
》

く
所
は
尚
服
版
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
版
木
目
録
」
で
は
「
殺
元
刊
（
鎌
倉
版
吻
）
」
と
述
べ
、
剛
録
『
法
雄
信
仰
』

《
咽
｝

で
は
「
鎌
倉
時
代
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
一
″
で
、
現
状
で
は
袋
綴
装
で
あ
る
と
い
う
称
端
寺
本
の
形
態
に
関
し
て
、
川
瀬
一
馬
氏

《
川
｝

旧
》

が
「
襲
打
改
装
」
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
・
″
で
、
「
版
木
目
録
」
で
は
「
粘
難
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
図
録

肥

）

『
法
雅
僧
仰
』
で
は
「
原
装
は
折
本
」
と
肥
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
従
来
に
お
い
て
は
、
称
端
寺
本
『
科
跳
』
の
榔
越
的
特
徴

に
関
し
て
、
様
々
な
兇
解
が
示
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
如
何
に
考
え
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が

（
０
玉
〉
含
ロ
〕

年
に
発
行
さ
れ
た
一
称
名
寺
聖
教
目
録
一
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
称
名
寺
本
『
科
註
』
に
関
す
る
公
式

（
６
）

な
見
解
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

称
名
寺
聖
教
「
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）
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８

初
め
に
称
名
寺
本
『
科
註
』
に
関
す
る
坐
本
的
な
諜
誌
備
報
に
つ
い
て
、
『
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
準
間
』
や
『
称
騎
寺
聖
教
Ⅱ

胸
｝録
」
と
と
も
に
先
行
す
る
諸
文
献
の
見
解
も
確
認
し
つ
つ
、
簸
者
の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

｛
訓
一

ま
ず
表
紙
に
つ
い
て
川
瀬
一
馬
氏
は
、
「
原
の
態
色
原
表
紙
を
も
存
し
」
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
雅
者
が
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
表
紙
は
完
全
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
後
世
の
修
繕
作
業
で
装
丁
さ
れ
た
別
の
和
紙
に
よ
る
表
紙
の

表
而
に
部
分
的
に
残
存
し
た
原
表
紙
と
見
ら
れ
る
熊
色
和
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
れ
も
全
体
に
亘
る
も
の
で

は
な
く
、
伝
存
す
る
全
五
冊
の
う
ち
の
第
四
冊
胤
の
表
表
紙
・
悪
表
紙
と
、
第
五
冊
目
の
表
表
紙
に
貼
ら
れ
た
も
の
だ
け
が
残
っ
て

い
る
。
色
は
多
少
変
化
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
川
瀬
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
も
と
も
と
藍
色
の
一
色
で
あ
っ
た
と

見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
薩
色
の
和
紙
は
、
称
名
寺
本
『
科
註
』
の
成
立
当
初
の
表
紙
が
、
そ
の
ま
ま
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
た
も
の

い
る
。
色
は
多
小

兄
ら
れ
る
。
よ
一

と
考
え
ら
れ
る
回

こ
う
し
た
状
態
に
あ
る
原
表
紙
や
後
世
に
装
丁
さ
れ
た
表
紙
に
は
、
外
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
現
状
の
第
一
冊
目
に
お
い

て
、
一
丁
表
に
刷
ら
れ
た
経
文
本
文
の
一
行
目
に
は
「
科
註
妙
法
蓮
華
経
巻
第
三
」
の
印
字
が
見
え
る
（
後
掲
の
面
’
一
）
。
こ

（
郡
》

れ
に
よ
っ
て
「
科
註
妙
法
蓮
華
経
」
が
『
称
名
寺
聖
教
目
録
」
な
ど
で
内
題
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
”
琴

ま
た
『
称
名
寺
聖
教
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
法
量
は
縦
寸
三
四
・
三
皿
横
寸
一
三
・
三
ｍ
と
あ
る
。
た
だ
し
誰
者
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
裏
打
紙
の
天
地
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
五
ｍ
～
一
ｍ
ほ
ど
空
白
を
設
け
て
原
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
故
に
こ
の
寸

法
は
、
裏
打
紙
を
計
測
し
た
も
の
と
な
る
。
た
だ
そ
の
点
を
差
し
引
い
て
も
、
「
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
学
問
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、
称
名
寺
本
は
「
大
型
版
本
」
で
あ
る
と
言
え
る
。

称
名
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）

一
、
称
名
寺
本
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
に
関
す
る
基
本
的
書
誌
情
報
に
つ
い
て
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（
錨
》

こ
れ
に
関
し
て
川
瀬
一
馬
氏
は
、
「
八
巻
（
有
欠
）
流
巻
五
冊
」
「
巻
一
・
二
・
八
を
欠
く
」
と
記
し
て
い
る
。
だ
が
誰
者
が
洲

査
し
た
所
、
『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
な
ど
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
称
名
寺
本
一
科
註
」
は
七
巻
本
の
妙
法
蓮
雅
経
に
科
註
を
施

｛
郡
）

し
た
も
の
だ
っ
た
。
よ
っ
て
称
名
寺
本
は
、
全
七
巻
の
う
ち
の
第
一
巻
と
第
二
巻
を
現
状
で
は
欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
藍
色
の
原
表
紙
に
は
、
第
四
冊
目
に
「
人
」
、
節
五
冊
目
に
「
七
」
と
蝿
誰
で
記
さ
れ
て
い
る
の
を
轆
者
は
確
認
し
た
。
こ
れ

は
現
状
の
第
四
冊
日
が
本
来
は
第
六
冊
目
で
あ
り
、
現
状
の
第
五
冊
Ⅱ
が
本
来
は
第
七
冊
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

受
け
取
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
現
状
の
第
五
冊
目
、
即
ち
本
来
の
第
七
冊
目
に
お
い
て
法
華
経
二
’
八
鮎
は
終
わ
っ
て
い
る
。
故
に

称
名
寺
本
は
、
川
瀬
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
第
八
巻
目
を
欠
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
本
来
は
全
部
で
七
冊

巻
五
冊
」
「

態
で
あ
る
。

称
名
寺
本
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
『
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
学
問
』
が
記
す
よ
う
に
、
現
状
で
は
袋
綴
装
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
も
筆
者
が
洲
交
し
た
と
こ
ろ
、
称
名
寺
本
は
川
瀬
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
襄
打
改
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
糸
の
綴
じ
目
に

ま
で
原
紙
は
届
い
て
お
ら
ず
、
裏
打
紙
に
綴
じ
糸
が
通
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
即
ち
襄
打
紙
を
本
体
と

す
る
袋
綴
装
と
し
て
装
丁
さ
れ
て
い
る
冊
子
本
に
、
一
丁
分
の
原
紙
が
そ
れ
ぞ
れ
山
折
り
に
半
折
さ
れ
て
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
現

状
に
対
し
て
、
原
装
を
粘
葉
装
あ
る
い
は
折
本
と
見
立
て
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
小
稿
の
椛
成
上
、
第
二
章
で
述
べ
た
い
。

（
爵
）

ま
た
川
瀬
氏
は
，
称
名
寺
本
は
「
毎
半
葉
八
行
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
繁
者
の
確
認
に
よ
れ
ば
、
必
ず
し
も
毎
半
葉

八
行
で
一
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
七
行
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
っ
た
．
な
お
経
文
本
文
に
つ
い
て
言
え
ば
、
無
水
的
に
は

ま
た
川
瀬
氏
は
，
称
名
寺
本
佃

八
行
で
一
定
し
て
い
る
わ
け
で
皿

，
行
一
五
文
字
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
称
名
寺
本
は
完
本
で
は
な
く
、
図
録
『
法
華
信
仰
』
で
「
残
本
五

（
湖
）

五
冊
」
「
存
巻
第
三
・
四
・
五
六
・
七
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
，
錐
三
巻
～
第
七
巻
の
冊
子
本
が
五
冊
残
っ
て
い
る
状

称
名
寺
聖
教
一
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）
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さ
て
『
称
名
寺
擢
教
目
録
』
の
「
巻
首
・
刊
記
」
の
項
胤
に
は
、
鋪
三
巻
に
「
四
明
偏
人
習
泌
徐
行
神
洲
本
將
註
入
科
経
線
縁

刊
」
「
凹
明
海
恕
平
珊
沙
門
必
昇
校
識
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
中
側
の
洲
江
竹
に
あ
る
四

明
の
徐
行
善
と
い
う
人
物
が
法
華
経
に
科
文
を
入
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
側
じ
く
凹
明
の
必
昇
と
い
う
佃
侶
が
校
證
し
た
こ
と
が

一
軍
）

知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
称
名
寺
本
「
科
註
』
は
、
い
わ
ゆ
る
倫
註
・
徐
註
・
如
註
と
呼
ば
れ
る
一
樋
の
『
科
註
』
の
う
ち
の
、
徐
註
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
徐
註
と
は
、
宋
代
の
守
倫
註
〔
Ⅱ
倫
註
〕
の
印
本
の
漂
没
を
膜
い
た
徐
行
善
が
経
文
を
分
科
し
分
註
を
施
し

た
、
と
い
う
校
識
者
の
必
昇
の
言
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
徐
註
は
、
中
国
の
元
代
に
お
け
る
元
貞
元
年
二
二
九

狐
）
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
元
貞
元
年
の
成
立
を
記
す
備
報
は
、
第
一
巻
の
経
前
蕊
に
お
け
る
必
昇
の
「
依
天
台

科
釈
註
法
華
経
序
」
の
箇
所
と
、
第
七
巻
の
末
尾
に
あ
る
徐
行
善
に
よ
る
賊
文
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
後
述
す
る
別
本
か
ら
確

認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
称
名
寺
本
『
科
註
一
で
は
そ
れ
ら
の
箇
所
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
現
存
す
る
称
名
寺
本
か
ら
は
、
元
貞
元
年
成
立
の
情
報
を
直
接
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
妙
法
蓮
華
経
に
科
文
を
入
れ
て
『
科
註
』
を
作
成
し
た
徐
行
善
は
、
『
金
剛
経
科
釈
』
を
刊
行
し
た
元
代
の
居
士
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
『
金
剛
経
科
釈
』
に
は
、
「
至
元
甲
午
年
四
明
徐
行
善
謹
謹
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
垂
兀
一
三
年

（
鋤
｝

｛
副
｝

（
一
二
九
四
）
に
徐
行
善
に
よ
り
『
金
剛
経
科
釈
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
至
元
・
三
年
は
、
「
科
註
一
が
作
成
さ
れ
た
元

貞
元
年
（
一
二
九
五
）
の
前
年
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
徐
行
善
は
、
元
朝
の
世
祖
ク
ピ
ラ
ィ
（
一
二
一
五
～
一
二
九
四
）
が

減
し
て
次
代
の
成
宗
テ
ム
ル
（
一
二
六
五
～
一
三
○
七
）
に
移
る
頃
の
元
朝
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
故
に
、

こ
れ
ら
の
要
素
に
よ
り
称
名
寺
本
が
元
版
と
判
断
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
図
録
一
法
華
信
仰
」
に
「
中
国
宋
代

｛
漣
）

の
徐
行
善
が
刊
行
」
し
た
と
あ
る
の
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

存
在
し
て
い
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。

称
名
寺
聖
紋
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
小
考
（
大
平
寛
随
）
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上
述
の
よ
う
に
『
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
学
問
』
と
『
称
名
寺
聖
教
日
録
』
で
は
、
称
名
寺
本
『
科
註
』
を
元
版
と
見
な
し
て
い
る
。
｛
錦
｝

一
方
で
川
瀬
一
馬
氏
は
「
鎌
倉
末
期
刊
」
の
「
五
山
版
の
内
」
で
あ
り
「
直
接
基
づ
く
所
は
商
麗
版
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

〈
制
｝
｛
弱
）

ま
た
「
版
本
目
録
」
で
は
「
覆
元
刊
（
鎌
倉
版
”
）
」
と
し
、
図
録
『
法
堆
信
仰
』
で
は
「
鎌
倉
時
代
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

諸
見
解
で
興
味
深
い
の
は
、
川
瀬
氏
・
図
録
『
法
華
信
仰
』
が
鎌
倉
期
の
刊
行
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
川
瀬
氏
が
「
五
山
版

の
内
」
・
「
版
本
Ｈ
録
」
が
「
覆
元
刊
」
と
見
な
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
，
川
瀬
氏
が
「
五
山
版
の
内
」
と
兄
な
し

て
い
る
点
か
ら
、
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
釣
）

川
瀬
氏
は
著
名
な
『
五
山
版
の
研
究
』
に
お
い
て
、
五
山
版
と
見
な
す
『
科
註
』
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
、
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
、
龍
谷
大
学
図
番
館
蔵
本
、
大
谷
大
学
図
脊
館
蔵
本
、
機
本
文
二
郎

（
訂
｝

博
士
旧
蔵
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
本
、
小
汀
文
庫
蔵
本
の
六
本
で
あ
る
．
こ
れ
ら
の
う
ち
、
小
稲
で
は
龍
谷
大
学
図
譜
館
蔵

（
鶴
）

本
の
『
科
註
』
〔
以
下
、
龍
谷
本
な
い
し
龍
谷
本
罫
註
壱
と
対
照
し
て
み
た
い
。
龍
谷
本
『
科
註
』
は
、
既
に
拙
稿
で
も
記
し
た
よ

こ
の
よ
う
に
、
『
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
学
問
』
『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
で
元
版
と
見
な
さ
れ
た
称
名
寺
本
『
科
註
』
は
、
元
代
の
徐

行
善
や
必
昇
に
よ
っ
て
元
貞
元
年
に
作
成
さ
れ
た
徐
註
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
七
巻
本
の
妙
法
蓮
華
経
を
分
科
・
分
註
し
た
も
の
で
あ

り
、
第
三
巻
～
第
七
巻
が
現
存
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
現
行
の
形
態
は
、
裏
打
紙
に
綴
じ
糸
を
通
し
た
袋
綴
装
と
な
っ
て
い
る
冊

子
本
に
、
原
紙
を
一
丁
ご
と
に
半
折
し
て
貼
っ
た
状
態
に
あ
る
。
こ
う
し
た
称
名
寺
本
『
科
註
』
に
つ
い
て
、
次
章
で
は
版
樋
の
問

題
を
中
心
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

称
名
寺
聖
教
『
科
姓
妙
法
蓮
華
経
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）

二
、
称
名
寺
本
一
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
の
版
種
に
つ
い
て
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【図1】称名寺所蔵本『科註妙法蓮華経」第三巻H頭部（写真提

供：金沢文庫）

う
に
、
川
瀬
氏
に
よ
り
摺
刷
の
良
い
初
印
本
の
五
山
版

〔
鋤
）

と
見
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
保
存
さ
れ
て

い
る
全
巻
の
画
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ

（
細
｝

て
お
り
、
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
鋪
三
巻
の
胃
頭
部

（
薬
草
瞼
品
第
五
）
に
つ
い
て
、
称
名
寺
本
『
科
註
」

（
図
’
二
と
龍
谷
本
一
科
註
』
（
面
２
毒
と
の
対
照

を
試
み
た
い
。
両
本
を
対
照
す
る
と
、
一
丁
表
に
刷
ら

れ
た
刻
字
の
形
や
字
数
、
行
数
な
ど
、
そ
の
版
式
が
一

致
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
龍
谷
本
の
法
愚
は
縦
寸
約

三
二
叫
枇
寸
約
一
九
伽
で
あ
り
、
称
名
寺
本
よ
り
若

干
小
さ
い
が
、
称
名
寺
本
の
原
紙
は
現
状
で
天
地
合
わ

せ
て
約
一
・
五
ｍ
短
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
両
本
は

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
と
見
な
せ
る
。
ま
た
そ
の
両
本
に
お

い
て
は
、
同
様
の
内
容
が
そ
れ
ぞ
れ
半
丁
内
に
収
め
ら

れ
て
刷
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
両
本
の
版
種
は
、

同
様
の
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

－91－



一

、
罰
皇
三
整

Ｉ

称
名
寺
聖
教
『
科
舳
妙
法
蓮
兆
経
一
小
考
（
大
平
寛
龍
）

蝋
灘
縦
磯
職
撫
§
競
捷
蕊
謬
．
崎
“

闇I

､

【図 2】龍谷大学図書館所蔵本『科註妙法迩華経1第三巻卜噸部

さ
ら
に
は
、
川
瀬
氏
に
よ
り
後
印
本
の
五
山
版
と
見
な

さ
れ
て
い
る
大
谷
大
学
測
普
館
蔵
本
の
『
科
註
』
〔
以
下
．

大
谷
本
な
い
し
大
谷
本
『
科
註
乞
全
図
３
写
と
も
対
照
し

て
お
き
た
い
。
龍
谷
本
と
同
じ
く
、
そ
の
版
式
や
内
容
が

大
谷
本
と
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ

れ
ら
か
ら
称
名
寺
本
一
科
註
』
は
、
龍
谷
本
『
科
註
』
や

大
谷
本
『
科
註
』
と
同
じ
版
種
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
川
瀬
一
馬
氏
の
見
解
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
称
名
寺

本
「
科
註
』
も
ま
た
五
山
版
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

ワ
○
．

称
名
寺
本
『
科
註
』
に
対
す
る
見
解
を
記
し
た
川
瀬
氏

の
「
中
世
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
庫
」
は
、

『
近
山
版
の
研
究
』
が
発
行
さ
れ
た
翌
年
に
一
金
沢
文
庫

研
究
』
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
称
名

寺
本
に
対
す
る
川
瀬
氏
の
見
解
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

『
五
山
版
の
研
究
』
に
お
け
る
研
究
蓄
積
に
韮
本
的
に
は

基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
第
一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
川
瀬
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砿部

氏
は
称
名
寺
本
の
表
紙
に
つ
い
て
「
原
の
藍
色
原
表
紙
を

｛
判
）

も
存
し
」
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
紙
に

関
し
て
川
瀬
氏
は
『
五
山
版
の
研
究
」
で
、
五
山
版
以
外

の
同
時
代
の
諜
物
で
は
打
ち
曇
り
そ
の
他
の
文
様
の
あ
る

色
紙
を
川
い
て
い
る
が
‐
丘
山
版
に
お
い
て
は
例
外
な
く

全
て
熊
色
も
し
く
は
淡
背
色
、
ま
た
は
朱
色
・
淡
紅
色
・

茶
褐
色
・
批
色
・
香
色
な
ど
ひ
と
い
る
の
染
紙
に
限
ら
れ

４２

て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
川
瀬
氏
は
こ
の
よ
う
な
『
五

山
版
の
柵
究
」
の
兄
解
に
雌
づ
い
て
、
雛
存
す
る
称
名
寺

本
の
蝋
色
表
紙
を
「
脱
衣
紙
」
と
判
定
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
．

そ
の
『
兀
川
版
の
研
究
』
に
お
い
て
川
瀬
氏
は
、
龍
谷

本
や
大
谷
本
な
ど
況
山
版
と
見
な
す
『
科
註
妙
法
蓮
華

経
』
〔
以
下
、
「
科
拙
』
〕
を
‐
鎌
倉
末
期
の
覆
元
刊
本
（
元

版
を
脳
刻
し
た
も
の
）
で
あ
り
、
商
腿
刊
本
の
覆
刻
本
の

《
脚
一

好
例
か
と
思
わ
れ
る
、
と
評
価
し
て
い
る
。
よ
っ
て
先
に

《
州
）

蟻
げ
た
「
版
本
目
録
」
に
「
殺
元
刊
」
と
あ
る
点
に
つ
い

て
は
、
川
瀬
氏
の
見
解
と
通
ず
る
面
が
あ
る
こ
と
が
分
か
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た
だ
「
版
本
側
録
」
の
「
覆
元
刊
」
、
図
録
『
法
帷
偲
仰
』
の
「
鎌
倉
時
代
」
と
い
う
捉
え
方
は
、
こ
の
よ
う
に
川
瀬
氏
の
「
五

山
版
の
研
究
」
の
見
解
を
踏
ま
え
る
と
、
よ
り
典
体
的
な
様
棚
を
柵
ぴ
て
浮
か
び
ｋ
が
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
、
称
名
寺
本
と
龍

谷
本
大
谷
本
の
版
式
が
一
致
し
た
事
実
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
後
押
し
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
て
川

瀬
氏
の
見
解
に
依
る
な
ら
ば
、
称
名
寺
本
は
覆
元
刊
本
、
そ
れ
も
高
腿
刊
本
の
悩
刻
版
で
あ
る
五
山
版
と
見
ら
れ
る
も
の
と
い
う
こ

ろ
う
か
」
と
す
る
意
見
も
あ
雲

立
ち
入
ら
な
い
で
お
き
た
い
。

る
。
た
だ
し
「
鎌
倉
版
念
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
検
証
を
要
す
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
高
麗
刊
本
の
覆
刻
版
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
氏
は
同
著
に
お
い
て
、
「
総
じ
て
五
山
版
の
版
型
は
大
型
の
も
の
は

稀
」
で
あ
る
と
述
べ
る
一
方
、
「
海
外
か
ら
の
版
式
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
直
接
大
陸
の
そ
れ
を
受
け
て
ゐ
る
中
に
、
僅
か
に
朝
鮮

（
幅
）

の
古
版
本
を
仲
介
と
し
て
覆
刻
を
行
っ
て
ゐ
る
場
合
も
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
よ
っ
て
川
瀬
氏
が
称
名
寺
本
に
つ
い
て
「
直
接

基
づ
く
所
は
高
麗
版
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
『
五
山
版
の
研
究
』
の
見
解
に
基
づ
い
て
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
故
に
称
名
寺
本
が
「
大
型
版
本
」
と
い
う
時
徴
を
右
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
高
麗
刊
本
の
覆
刻
版
と
見
な
さ

れ
て
い
る
要
素
に
よ
る
た
め
だ
と
言
え
る
。

な
お
肛
山
版
と
見
ら
れ
る
『
科
註
」
を
川
瀬
氏
が
鎌
倉
末
期
刊
と
兄
な
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
録
「
法
堆
信
仰
』
の

｛
桁
）

「
鎌
倉
時
代
」
と
す
る
見
方
と
通
ず
る
点
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
次
蹴
で
述
べ
る
よ
う
に
、
称
希
寺
本
が
鎌
倉
時
代
に
普
通
だ
っ

た
と
き
れ
る
片
面
に
二
ｒ
分
の
版
木
と
見
ら
れ
る
こ
と
と
深
く
側
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
に
閲
し
て
は
、
「
川

瀬
氏
「
流
山
版
の
研
究
」
に
鎌
倉
末
期
と
し
て
あ
る
が
、
あ
る
い
は
モ
少
し
ド
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
つ
つ
「
南
北
帆
時
代

（
梅
｝

頃
刊
」
と
す
る
見
方
も
提
咄
さ
れ
て
お
り
、
他
方
で
徐
行
藤
の
『
科
挑
』
が
Ⅱ
本
に
伝
来
し
た
の
は
「
恐
ら
く
足
利
初
朋
で
は
な
か

網

一

ろ
う
か
」
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
こ
れ
ら
断
説
に
つ
い
て
は
、
現
椛
の
縦
蒋
の
能
力
を
超
え
る
問
題
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
深
く

称
始
寺
暇
教
『
科
註
妙
法
蓮
縦
経
」
小
考
（
大
平
寛
龍
）
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さ
て
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
現
状
が
袋
綴
装
と
な
っ
て
い
る
称
名
寺
本
『
科
註
』
は
、
川
瀬
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
裏
打
改

「
棚
一装
」
が
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
上
述
の
よ
う
に
、
褒
打
紙
を
糸
綴
じ
し
て
袋
級
装
と
し
た
冊
ｆ
本
に
、
一
Ｊ
ご
と
に
山
折

り
半
折
さ
れ
た
称
名
寺
本
の
原
紙
が
貼
ら
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
原
紙
に
は
糸
綴
じ
穴
が
存
在
し
な
い
こ
の
現
状

（
鋤
一
｛
訓
一

を
縫
搬
し
つ
つ
、
「
版
本
卿
録
」
で
は
称
名
寺
本
の
原
装
を
「
粘
雄
」
と
判
定
し
、
ま
た
例
鍬
『
法
埖
偲
仰
』
で
は
「
折
本
」
と
判

定
し
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
そ
の
原
装
は
如
何
な
る
形
態
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

称
名
寺
本
「
科
識
』
の
形
態
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
の
が
、
称
名
寺
本
の
随
所
に
散
見
す
る
刷
り
典
し
の
印
像
で
あ

一
顕
》

る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
．
第
四
巻
（
鋪
二
冊
目
）
の
「
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
」
冊
飢
部
に
続
く
・
１
座
の
左
端
に
は
、
隣
接
す
る

二
丁
表
の
一
行
目
に
あ
る
「
而
作
是
念
世
尊
催
奇
特
所
鰯
希
有
随
順
枇
」
の
維
文
や
、
そ
の
継
文
に
対
す
る
「
二
黙
叙
慨
解
二
」
と

い
う
科
文
の
刷
り
残
し
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
〔
図
４
己
。

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
日
隆
聖
人
〔
以
下
、
臘
師
〕
（
一
三
八
五
～
一
四
六
四
）
が
所
持
し
て
い
た
尼
崎
市
本
興
寺
所
蔵
本
の
『
科

註
」
〔
以
下
、
隆
師
本
な
い
し
隆
師
本
「
科
藍
〕
（
両
５
二
と
対
照
す
る
こ
と
は
、
称
名
寺
本
に
刷
り
残
し
が
附
随
し
た
事
備
を
理
解

す
る
に
当
た
っ
て
、
一
つ
の
補
助
線
を
提
示
し
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
既
に
拙
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
同
じ
く
五
山

版
と
見
ら
れ
る
隆
師
本
『
科
註
一
は
、
現
状
の
形
態
に
は
後
世
の
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
当
初
か
ら
巻
子
本
と
し

と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
称
名
寺
本
一
科
註
』
は
川
瀬
氏
に
五
山
版
と
見
な
き
れ
た
版
種
で
あ
り
な
が
ら
，
一
五
山
版
の

研
究
」
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
本
で
あ
る
と
位
世
づ
け
ら
れ
よ
う
。

称
名
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）

三
、
称
名
寺
本
「
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
の
形
態
に
つ
い
て
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畷
剰
一 称

名
が
聖
戦
『
科
批
妙
法
蓮
堆
維
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）

ー

rデー
一

【図4】称名寺所蔵『科･註妙法蓮薙経j第四巻「五百弟

品第八」一丁裏・二丁表（写真提供：金沢文庫）

f受記

（
調
｝

て
伝
わ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
五

山
版
と
見
ら
れ
る
『
科
註
』
に
は
冊
子
本
の
み
な
ら
ず
巻

子
本
と
し
て
伝
わ
る
隆
師
本
『
科
註
」
も
存
在
す
る
と
い

う
事
実
は
、
五
山
版
と
見
ら
れ
る
『
科
註
」
が
作
成
さ
れ

る
際
に
は
、
同
様
の
版
木
を
用
い
な
が
ら
、
冊
子
本
と
巻
《
乳
》

子
本
と
に
刷
り
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、

先
に
指
摘
し
た
称
名
寺
本
第
四
巻
の
一
丁
製
に
あ
る
隣
接

丁
の
刷
り
残
し
の
印
像
（
同
４
－
）
が
隆
師
本
に
お
け
る

同
じ
箇
所
（
｛
図
５
写
に
は
付
随
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま

た
そ
の
箇
所
の
行
間
も
他
と
同
様
の
幅
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
住
吉
朋
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
五
山
版
以
前
聯
鎌

倉
時
代
の
冊
子
用
の
版
木
は
、
片
面
に
一
張
、
表
襲
で
四

全
諏
）

張
一
片
の
様
式
が
普
通
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
住
吉

氏
は
、
両
面
刷
り
と
す
る
都
合
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

潜
在
的
に
は
、
平
安
時
代
以
来
の
長
版
に
よ
る
巻
子
本
や
、

折
本
川
の
版
木
の
様
式
に
連
続
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
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「

凸

称
名
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
」
小
考
（
大
平
寛
龍
）

【似151 1 1"J1I4人ﾘﾘi持本「科註妙法蓮華綴』第lll巻「./L百弟子受,luiY,

蛎八」 （)巳崎市本典寺所蔵）

測
し
て
い
る
だ
が
、
貞
治
六
年
（
ラ
・
大
じ
）
に
柵
州
か
ら
災
川
で
波

米
し
た
来
朝
刻
工
の
刊
版
に
、
六
腿
一
片
（
・
剛
に
墓
恨
ず
つ
、
炎
襲
で
六

恢
分
を
一
片
に
刻
ん
だ
版
木
の
撤
式
を
指
す
）
の
版
木
が
兄
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
中
刷
で
商
業
出
版
に
関
わ
っ
た
来
朝
刻
工
は

長
版
に
よ
る
冊
子
本
の
印
刷
に
通
じ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
隣
接
帳
の
一

部
が
映
っ
て
し
ま
う
結
果
を
招
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
も
住
吉
氏
は
推
論
し

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果
が
許
容
さ
れ
た
の
は
、
両
側
に
附
随

す
る
余
計
な
印
像
が
書
脳
に
隠
れ
て
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
る
袋
綴
の
装

訂
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
五
山
版
は

早
期
に
は
胡
蝶
装
で
行
わ
れ
た
も
の
の
‘
中
後
期
は
初
め
か
ら
袋
綴
じ
で

装
訂
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
と
論
じ
て
い
る
。

住
吉
氏
の
主
張
を
踏
ま
え
な
が
ら
称
橘
寺
本
に
あ
る
隣
接
丁
の
刷
り
残

し
の
印
像
に
満
Ⅱ
し
て
み
る
と
、
飛
汁
の
捌
在
に
よ
れ
ば
‘
蛙
水
仙
に
は

奇
数
丁
の
典
而
に
お
け
る
綴
じ
Ｈ
に
近
い
余
白
に
附
随
し
て
い
た
。
そ
れ

は
全
肛
冊
し
か
残
存
し
な
い
称
名
寺
本
の
み
な
ら
ず
、
全
七
冊
が
残
る
鮒

谷
本
も
同
様
で
あ
っ
た
例
外
な
の
は
、
偶
数
丁
の
炎
脈
に
お
け
る
綴
じ

日
に
近
い
余
白
に
附
随
し
た
も
の
が
継
げ
ら
れ
る
。
だ
が
こ
の
両
新
は
、

綴
じ
Ｈ
を
挟
ん
で
左
右
に
位
侭
す
る
関
係
に
あ
る
。
こ
の
聯
か
ら
想
起
さ
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れ
る
の
は
、
称
名
寺
本
「
科
註
』
の
版
木
が
住
吉
氏
の
述
べ
る
「
片
面
に
二
張
」
の
様
式
、
即
ち
版
木
の
一
而
で
二
丁
分
ず
つ
刷
る

様
式
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
隆
師
本
『
科
註
』
が
巻
子
本
で
伝
わ
っ
て
い
る
事
実
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
称
名
寺

本
『
科
註
』
の
版
木
は
巻
子
本
を
刷
る
た
め
の
一
面
二
丁
分
の
内
容
を
有
す
る
長
版
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
合

の
版
木
に
お
け
る
二
丁
分
の
本
文
内
容
の
順
序
は
、
第
一
半
丁
（
一
丁
表
）
、
第
二
半
丁
（
一
丁
製
）
、
第
三
半
丁
（
二
丁
表
）
、
第
四

半
丁
（
二
丁
裏
）
が
迎
続
す
る
「
一
・
二
、
三
・
四
」
の
配
悩
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
故
に
そ
の
版
木
を
用
い
て
一
丁
分
ず
つ
分

け
て
刷
っ
た
こ
と
か
ら
、
奇
数
丁
襄
（
即
ち
第
二
半
丁
）
の
最
終
行
の
左
隣
と
な
る
綴
じ
目
近
く
の
余
白
部
分
に
、
続
く
偶
数
丁
表

（
即
ち
第
三
半
丁
）
の
一
行
目
（
即
ち
隣
接
丁
）
が
映
っ
て
し
ま
う
結
果
を
招
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
偶
数
丁
表
の
一
行

ｎ
の
右
隣
と
な
る
綴
じ
目
側
の
余
白
部
分
に
は
、
そ
の
手
前
の
奇
数
丁
製
の
最
終
行
が
映
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
起
こ
り
得
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
隣
接
丁
に
お
け
る
余
計
な
印
像
が
附
随
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
一
面
二
丁
分
の
内
容
を
持

つ
長
版
を
川
い
て
、
一
丁
分
ご
と
に
料
紙
を
分
け
て
刷
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
現
在
に
お
い
て
知
ら
れ
る
限
り
で
は
、
中
国
や
朝
鮮
の
版
木
は
み
な
表
襲
と
も
一
丁
ず
つ
の
短
版
で
あ
り
、
一
面
二
丁
以
上

（
蹄
）

の
長
版
の
存
在
を
聞
か
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
面
二
丁
の
長
版
と
見
ら
れ
る
称
名
寺
本
『
科
註
』
を
元
版
と
見

な
せ
る
可
能
性
は
、
よ
り
低
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
上
述
の
住
吉
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
五
山
版
以
前
の
鎌
倉
時
代
の
冊
子
用

の
版
木
は
「
片
面
に
二
張
」
、
即
ち
一
面
二
丁
の
様
式
が
普
通
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
点
は
、
称
名
寺
本
『
科
註
』
が
鎌
倉
時
代

の
も
の
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
と
通
ず
る
面
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
一
丁
分
の
料
紙
を
、
谷
折
り
に
し
て
装
丁
す
る
な
ら
ば
粘
葉
装
な
い
し
胡
蝶
装
が
可
能
で
あ
り
、
山
折
り
に
し
て

装
丁
す
る
な
ら
ば
袋
綴
装
が
可
能
で
あ
る
。

こ
こ
で
意
識
し
て
お
き
た
い
要
素
の
一
つ
は
、
称
名
寺
本
『
科
註
』
に
左
右
の
匡
郭
と
版
心
が
な
い
点
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、

称
拍
寺
蝿
牧
『
科
註
妙
法
蓮
轆
経
』
小
考
（
大
平
寛
池
）
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称
名
寺
本
一
科
註
一
は
巻
子
本
を
刷
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
一
面
二
丁
分
の
内
容
を
有
す
る
長
版
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
隆
師
本
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
左
右
の
匡
郭
と
版
心
が
な
い
の
は
不
思
議
で
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
冊
子
と
し

て
装
丁
す
る
な
ら
ば
粘
葉
装
と
い
う
選
択
肢
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
例
え
ば
粘
葉
装
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
が
、
称
名
寺
本
で
は
失
わ
れ
た
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
る
「
法
華
諸
品
起
誰
之
圖
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
法
華
経
二
十
八
品
の
構
成
に

つ
い
て
、
罫
線
を
用
い
て
分
類
し
な
が
ら
図
式
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
別
本
の
龍
谷
本
に
お
い
て
は
、
第
一
冊
の
「
序
之
十
」
の
一

丁
表
・
裏
の
全
体
に
わ
た
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
が
袋
綴
装
と
な
っ
て
い
る
龍
谷
本
で
は
、
一
丁
分
が
山

折
り
に
な
っ
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
読
者
が
見
開
い
た
と
き
に
は
半
丁
ず
つ
し
か
例
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
．

従
っ
て
こ
の
図
の
全
体
像
を
見
開
き
で
側
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ら
ば
、
粘
葉
装
が
適
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
小
稿
冒
頭
の
引
川
に
あ
る
よ
う
に
、
称
騎
寺
本
『
科
註
一
巻
第
六
に
は
防
虫
効
果
の
期
待
を
こ
め
た
と

見
ら
れ
る
イ
チ
ョ
ウ
と
麻
の
葉
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
学
問
』
に
あ
る
「
粘
紫
装
と
イ
チ
ョ
ウ
爺

の
紫
」
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
粘
葉
装
な
ど
に
お
け
る
柵
の
部
分
を
紙
魚
が
好
む
た
め
、
そ
こ
が
虫
批
に
な
る
場
合
が
多
い
と
い
う
。

そ
の
た
め
か
、
「
科
挑
」
に
限
ら
ず
称
名
寺
聖
教
の
中
に
は
ま
れ
に
イ
チ
ョ
ウ
や
麻
の
紫
を
は
き
ん
だ
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

よ
っ
て
称
名
寺
本
『
科
維
』
の
原
盤
が
粘
菜
装
と
見
な
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
聯
怖
が
苛
蛾
に
あ
る
中
で
、
称
名
寺
本
に
イ
チ
ョ

ウ
や
麻
の
紫
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
一
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
．

た
だ
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
先
に
も
挙
げ
た
刷
り
残
し
の
印
像
の
間
胆
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
仮
に
粘
莱
装
で
装
丁
し
た
場
合
、

一
紙
を
谷
折
り
に
半
折
し
て
装
丁
す
る
こ
と
か
ら
、
先
に
指
摘
し
た
奇
数
丁
襲
の
左
端
の
余
白
に
附
随
す
る
こ
の
余
計
な
印
像
が
、

科
紙
を
め
く
る
度
に
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
粘
葉
装
と
し
て
見
開
い
た
時
に
は
、
見
開
き
而
の

左
端
の
余
白
な
ど
に
、
こ
の
刷
り
残
し
の
印
像
が
位
樋
す
る
こ
と
に
な
り
、
Ｈ
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
読
者
に
と
つ

称
名
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
蓮
稚
経
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）
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て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
刷
っ
た
巷
に
と
っ
て
も
刷
り
残
し
を
わ
ざ
わ
ざ
見
せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
粘
葉
装
と

す
る
な
ら
ば
、
可
能
な
限
り
刷
り
残
し
の
印
像
は
残
ら
な
い
よ
う
に
刷
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
鎌
倉
時
代
の
粘
紫
装
冊
子
版
本
に
関
し
て
は
、
一
紙
両
而
で
半
丁
四
而
分
に
対
応
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
版
木
に
お
け
る

本
文
の
順
序
が
、
先
に
推
定
し
た
．
・
二
、
三
・
川
」
の
配
世
と
は
異
な
る
「
四
・
一
、
二
三
」
で
あ
る
も
の
が
確
認
さ
れ
て

（
銘
）

い
る
。
こ
の
場
合
、
一
紙
を
半
折
し
て
各
半
葉
の
表
製
を
使
用
し
、
紙
莱
の
裏
か
ら
表
へ
、
ま
た
表
か
ら
婆
へ
と
続
く
こ
と
か
ら
、

料
紙
と
本
文
と
の
対
応
関
係
は
第
一
半
丁
と
第
二
半
丁
が
製
表
、
ま
た
第
三
半
丁
と
第
四
半
丁
が
表
襲
の
関
係
と
な
る
。
こ
れ
を

一
紙
の
表
襲
と
し
て
考
え
る
と
、
裏
面
に
第
一
半
丁
と
第
四
半
丁
、
表
面
に
第
二
半
丁
と
第
三
半
丁
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一

組
と
す
る
こ
と
で
一
丁
分
ず
つ
の
印
刷
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
実
際
に
、
本
文
の
順
序
を
入
れ
換
え
、
「
四
・
一
、
二
・
一
こ
と

続
く
よ
う
に
配
樅
さ
れ
て
彫
ら
れ
て
い
る
当
時
の
版
木
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
．

従
っ
て
「
四
・
で
二
・
一
こ
の
配
趾
に
お
い
て
は
、
「
こ
（
第
一
半
丁
）
と
「
二
」
（
第
二
半
丁
）
の
本
文
が
版
木
の
片
面
で
は

並
ん
で
い
る
も
の
の
、
刷
る
際
に
は
一
紙
の
裏
と
表
と
い
う
位
世
間
係
と
な
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
刷
り
残
し
が
附
随
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
こ
の
．
」
と
「
↑
こ
の
首
尾
行
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
二
」
（
第
二
半
丁
）
と
「
三
」
（
第
三
半

丁
）
の
本
文
は
版
木
上
で
並
ん
で
い
る
上
に
、
一
紙
の
同
じ
紙
面
に
刷
る
た
め
，
刷
り
残
し
が
映
ら
な
い
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。
だ

が
称
名
寺
本
で
実
際
に
附
随
し
て
い
る
刷
り
残
し
は
、
「
二
」
と
「
一
こ
の
首
尾
行
の
箇
所
で
あ
る
。
そ
し
て
筆
者
が
確
認
し
た
限

り
で
は
、
「
こ
と
「
二
」
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
称
名
寺
本
龍
谷
本
と
も
に
刷
り
残
し
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
．
」
と
「
二
」
の
境
界
は
、
現
状
の
称
名
寺
本
で
山
折
り
さ
れ
た
一
紙
の
折
り
目
に
当
た
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
後
の
箇

所
も
同
様
で
あ
っ
た
。
故
に
称
名
寺
本
に
刷
り
残
し
が
附
随
し
た
事
由
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
「
一
・
二
、
三
・
四
」
の
内
容
順

の
版
木
が
適
す
る
可
能
性
が
商
い
と
見
ら
れ
、
一
紙
両
面
刷
り
の
粘
葉
装
に
対
応
し
た
「
四
一
、
二
・
二
」
の
内
容
順
の
版
木
が

称
墹
＃
型
放
『
科
註
妙
法
遡
縦
経
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）
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適
す
る
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
た
場
合
に
示
唆
的
な
の
が
、
先
に
挙
げ
た
住
吉
肌
彦
氏
の
指
摘
で
あ
る
。
住
吉
氏
は
、
綴
じ
目
に
近
い
余
白
に
印

像
が
映
る
の
が
許
容
さ
れ
た
の
は
袋
綴
装
と
し
て
綴
じ
た
と
き
に
そ
の
余
計
な
印
像
が
書
脳
部
に
隠
れ
て
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な

る
こ
と
、
そ
れ
故
に
当
初
か
ら
袋
綴
装
と
し
て
装
丁
き
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
可
能
性
を
挙
げ
て

い
る
。
し
か
も
上
述
の
「
一
・
二
、
“
・
一
・
四
」
の
配
侭
の
版
木
は
、
袋
綴
装
に
適
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
よ
っ
て
こ
う
し
た

見
方
は
、
龍
谷
本
や
称
名
寺
本
な
ど
の
『
科
註
」
に
刷
り
残
し
の
印
像
が
多
く
散
見
す
る
事
情
を
考
察
す
る
上
で
、
手
が
か
り
を
与

え
て
く
れ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
現
状
と
し
て
袋
綴
装
と
し
て
装
丁
さ
れ
て
い
る
龍
谷
本
を
確
認
す
る
と
、
原
紙
に
通
さ
れ
て
い
る
綴
じ
目
の
近
く
に
刷
り

残
し
が
映
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
し
か
も
見
開
い
た
状
態
の
と
き
に
は
そ
れ
が
普
脳
の
奥
に
あ
る
た
め
に
日
に
入
る
こ
と
が
無
い

よ
う
な
箇
所
も
多
々
存
在
し
て
い
た
。
た
だ
、
現
状
と
し
て
は
袋
綴
装
で
あ
る
龍
谷
本
が
原
装
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
い
る
保
舩
が
な
い

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
雌
吉
氏
が
取
り
上
げ
た
の
は
「
六
張
一
片
」
の
版
木
に
つ
い
て
で
あ
り
、
「
片
而
二
張
」
即
ち
↓
而
二
ｒ
分
の
称
粘
寺
本

弱
》

『
朴
縦
』
の
版
木
と
は
聯
怖
も
災
な
る
．
加
え
て
称
名
寺
本
『
科
拙
」
に
つ
い
て
は
、
瓦
山
版
以
前
の
鎌
愈
時
代
の
冊
子
川
の
版
木

と
し
て
普
通
だ
っ
た
と
さ
れ
る
一
面
二
丁
の
様
式
と
兄
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ｋ
述
の
よ
う
に
紺
説
あ
る
そ
の
年
代
を
如

何
に
見
定
め
る
べ
き
な
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
も
存
在
し
て
い
る
。

さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は
、
五
山
版
の
装
丁
は
鎌
倉
末
期
か
ら
術
北
刺
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
が
包
背
装
（
ぐ
る
み
表
紙
、
包
み
表
紙
）

帥

で
あ
る
と
『
五
山
版
の
研
究
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
川
瀬
氏
の
見
解
も
考
噸
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
包
背
装
の

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
も
し
包
背
装
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
料
紙
を
山
折
り
に
し
て
装
丁
し
た
場
合
、
刷
り
残
し
の
印
像
は
綴

称
名
寺
聖
敦
一
科
註
妙
法
蓮
華
経
」
小
考
（
大
平
寛
脳
）
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と
こ
ろ
で
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
称
名
寺
本
「
科
註
』
は
一
面
二
丁
分
の
内
容
を
有
す
る
版
木
と
み
ら
れ
る
。
よ
っ
て

冊
子
と
し
て
作
成
す
る
際
に
は
、
予
め
刷
る
分
量
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
き
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
冊
子
本
「
科

註
』
の
内
容
は
ど
れ
も
同
様
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
称
名
寺
本
と
髄
谷
本
の
調
巻
内
容
を
対
照
し
て
み
た
い
。

じ
代
側
と
な
り
、
袋
綴
装
と
同
様
に
目
立
た
な
く
な
る
。
ま
た
表
紙
を
か
ぶ
せ
て
背
を
く
る
み
背
と
綴
じ
代
に
当
た
る
部
分
を
糊

付
け
す
る
こ
と
か
ら
、
上
述
し
た
イ
チ
ョ
ウ
や
麻
の
葉
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
事
情
と
も
結
び
つ
き
得
る
。

た
だ
し
現
時
点
に
お
い
て
は
様
々
な
可
能
性
の
域
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
原
装
を
粘
葉
装
、
袋
綴
装
、
包
背
装
の
い
ず

れ
と
見
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
筆
蒋
の
調
交
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
知
見
の
み

を
記
し
、
性
急
に
結
論
を
求
め
る
こ
と
は
止
め
て
お
き
た
い
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
洲
盗
結
果
を
踏
ま
え
て
一
点
だ
け
指
摘
で
き
る
と
す
れ
ば
‐
そ
れ
は
原
装
を
折
本
と
す
る
見
方
は
適
さ
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
称
名
寺
本
の
服
装
が
折
本
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
刷
り
残
し
が
附
随
す
る
こ
と
の

な
い
、
隆
師
本
の
よ
う
な
巻
子
本
と
し
て
装
丁
が
可
能
な
形
態
で
刷
っ
た
上
で
折
っ
た
方
が
適
切
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ

て
こ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
原
装
を
折
本
と
見
る
見
解
は
斥
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
．

こ
の
よ
う
に
、
『
科
註
』
に
残
さ
れ
た
刷
り
残
し
の
印
像
は
、
五
山
版
と
見
ら
れ
る
称
名
寺
本
『
科
註
』
の
書
誌
的
な
事
情
を
解

（
師
｝

明
し
て
い
く
上
で
糸
口
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
よ
っ
て
刷
り
残
し
の
印
像
は
、
五
山
版
と
見
ら
れ
る
冊
子
本
一
科
註
』
の
特
徴

の
一
つ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

称
粉
寺
蝋
牧
「
科
微
妙
法
辿
鱗
経
』
小
考
（
大
平
寛
池
）

四
、
称
名
寺
本
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
と
龍
谷
本
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
と
の
調
巻
内
容
の
対
照
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『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
称
瑞
寺
本
の
紙
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
巻
（
六
一
丁
）
、
節
Ⅲ
巻
（
じ
五
丁
）
、
節
丘
巻
（
七
○

丁
）
、
鋪
六
巻
（
六
○
丁
）
、
節
七
巻
（
派
八
ｒ
）
と
肥
鍬
さ
れ
て
い
る
た
だ
し
こ
れ
は
、
飛
粉
が
洲
べ
た
と
こ
ろ
、
何
も
刷
ら
れ

て
い
な
い
内
表
紙
な
ど
も
含
む
紙
数
を
脂
し
た
も
の
だ
っ
た
。
よ
っ
て
内
表
紙
な
ど
を
含
ん
だ
紙
数
で
池
谷
本
や
大
谷
本
な
ど
と
対

比
し
た
な
ら
ば
、
後
世
の
改
装
な
ど
の
珊
怖
で
各
本
の
紙
数
が
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
刷
ら
れ
た
紙

数
だ
け
を
対
象
と
し
て
そ
の
丁
数
を
取
り
上
げ
、
対
比
し
て
み
た
い
。

筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
内
表
紙
な
ど
を
含
め
な
い
刷
ら
れ
た
科
紙
の
み
を
対
象
と
し
た
称
名
寺
本
の
紙
数
は
、
半
丁
分
ま
で
記

す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
巻
（
六
一
丁
表
）
、
第
四
巻
（
七
一
丁
表
）
、
第
五
巻
（
六
八
丁
裏
）
、
第
六
巻
禿
六
丁
裏
）
、
第
七
巻
（
五
六
丁

表
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
一
称
名
寺
聖
教
目
録
』
な
ど
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
五
巻
の
末
尾
の
一
丁
（
表
・
裏
）

分
と
、
先
に
も
触
れ
た
徐
行
善
に
よ
る
蹴
文
の
あ
る
第
七
巻
の
末
尾
の
一
丁
（
裏
）
分
が
、
現
在
で
は
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

龍
谷
本
『
科
註
一
と
の
対
照
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。
よ
っ
て
本
来
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
刷
ら
れ
た
料
紙
の
紙
数
は
そ
れ
ぞ
れ
．
第
五

巻
（
六
九
丁
裏
ま
で
）
、
第
七
巻
（
五
六
丁
裏
ま
で
）
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
称
名
寺
本
の
各
巻
に
収
録
さ
れ
る
品
名
と
‐
各
舳
が
刷
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

鋪
三
巻
蕊
草
朧
舳
第
五
二
丁
我
～
一
江
丁
襲
）
、
授
紀
品
第
六
（
一
五
丁
喪
～
二
冗
丁
さ
、
化
城
峨
品
節
七
（
・
流
丁
喪
～
六
一

第
四
巻
允
百
弟
子
授
記
州
飾
八
《
丁
表
～
・
川
丁
裏
）
、
授
学
無
学
人
肥
舳
飾
九
二
叫
丁
喪
上
６
丁
喪
）
、
法
師
品
第
一
○

（
一
二
丁
我
～
三
五
丁
表
叉
見
猫
塔
州
第
三
（
三
五
丁
災
～
四
九
丁
典
）
、
提
婆
述
多
品
鋪
一
二
（
倣
○
丁
表
～
六
四
丁

製
）
、
持
品
第
一
竜
（
六
四
丁
喪
～
七
一
丁
表
）

第
五
巻
安
楽
行
品
第
一
四
二
丁
表
～
二
一
丁
喪
）
、
従
地
涌
出
品
第
一
五
三
一
丁
裏
～
三
八
丁
き
、
如
来
が
斌
舳
節
一
六

称
名
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
小
考
（
大
平
寛
髄
）

災J
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三
八
丁
表
～
五
五
丁
喪
）
、
分
別
功
徳
品
第
一
七
（
五
六
丁
表
～
六
八
丁
典
）

第
』
ハ
巻
随
再
功
徳
品
鋪
一
八
二
丁
表
～
八
丁
喪
）
、
法
師
功
鯉
品
鋪
一
九
（
八
丁
喪
～
二
・
・
・
丁
表
）
、
常
不
帷
醤
雌
舶
鋪
二
○

三
三
丁
炎
～
：
・
二
丁
表
）
、
如
来
神
力
品
第
二
一
（
三
一
・
丁
炎
～
雪
八
丁
喪
）
、
嘱
累
冊
第
二
・
一
言
八
丁
典
～
川
一
丁
災
）
、

薬
王
菩
醗
本
耶
品
弗
二
三
（
四
二
丁
炎
１
五
六
丁
表
）

鮒
七
巻
妙
群
菩
薩
品
鋪
二
四
二
丁
炎
～
二
丁
喪
）
、
鯉
世
蒋
静
陸
離
門
仙
第
二
五
（
言
ｒ
蕊
～
・
二
○
ｒ
裏
）
、
陀
縦
尼
仙
節

二
六
（
三
○
丁
鹿
～
・
一
Ｅ
丁
襲
）
、
妙
雅
厳
王
本
聯
舳
第
重
七
雪
八
丁
炎
～
川
じ
ｒ
炎
）
、
牒
慨
緋
雌
欲
発
州
節
『
Ｘ

（
四
七
丁
表
～
庇
六
丁
炎
）
、
賊
文
〔
冊
顛
の
み
〕
（
派
六
丁
炎
）

以
上
の
捌
巻
内
容
に
つ
い
て
は
、
糀
蒲
の
調
盗
の
結
果
龍
谷
本
「
科
識
」
と
坐
本
的
に
一
致
し
た
。
現
状
に
お
け
る
脳
谷
本
と

の
鑪
兇
を
雛
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
一
点
目
は
、
上
述
の
よ
う
に
第
近
巻
と
第
七
巻
に
お
い
て
、
称
名
寺
本
は
そ
れ
ぞ
れ
末
尼

の
一
丁
分
と
半
丁
分
を
欠
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
一
ゴ
う
ま
で
も
な
く
、
両
本
の
版
や
刷
る
配
分
が
異
な
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
は
な
い
。
も
う
一
点
は
、
第
六
巻
の
般
終
行
に
あ
る
「
妙
法
蓮
華
経
巻
第
六
」
と
い
う
一
行
が
、
髄
谷
本
で
は
江
上
ハ
丁
製
に
刷

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
称
名
寺
本
で
は
五
六
丁
表
内
に
収
め
ら
れ
て
刷
ら
れ
て
い
る
た
め
、
半
丁
分
だ
け
紙
数
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
点
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
も
、
両
本
の
版
や
刷
る
配
分
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
示
す
要
素
と
は
兄
な
せ
な
い
．
む
し
ろ
こ
の
点

は
，
両
本
が
雑
本
的
に
は
同
様
の
調
巻
内
容
で
刷
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
さ
れ
な
が
ら
、
民
版
の
用
い
方
に
若
干
の
雄
異
が
盤
じ
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
と
共
に
こ
れ
は
、
予
め
設
定
さ
れ
た
配
分
で
刷
る
こ
と
で
、
で
き
る
限
り
一
丁
ご
と
の
内
容
を
盤

え
よ
う
と
し
た
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
も
あ
る
。
加
え
て
興
味
深
い
の
は
、
筆
者
の
鯛
盃
に
よ
れ
ば
、
折
り
日
に

（
唾
》

掛
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
印
字
は
ほ
ぼ
無
か
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
版
心
が
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
丁
分
の
折
り
Ⅱ
の
位
悩
に

印
字
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
版
木
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

称
名
が
搬
教
『
科
離
妙
法
蓮
縦
経
」
小
考
（
大
平
寛
剛
）
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故
に
こ
れ
ら
の
諸
要
素
も
、
同
様
の
長
版
を
用
い
て
一
丁
ご
と
に
刷
っ
た
後
、
半
折
し
た
そ
の
料
紙
を
冊
子
と
し
て
装
丁
す
る
の

を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
称
名
寺
本
一
科
註
」
の
版
木
に
は
、
長
版
で
あ
り
な
が
ら
冊

子
用
の
た
め
の
周
到
な
設
定
が
施
さ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
称
“

も
の
で
あ
る
。 称
名

従
来
は
元
版
と
兄
ら
れ
て
き
た
称
名
寺
本
『
科
註
』
は
、
龍
谷
本
『
科
註
」
や
大
谷
本
『
科
註
』
と
版
式
が
一
致
し
た
こ
と
か
ら
、

川
瀬
一
馬
氏
の
見
解
に
韮
づ
く
な
ら
ば
、
鎌
倉
末
期
の
覆
元
刊
本
で
あ
り
、
し
か
も
商
麗
刊
本
の
覆
刻
本
で
あ
る
五
山
版
と
兄
ら
れ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
現
状
で
は
裏
打
改
装
を
施
さ
れ
て
袋
綴
装
と
な
っ
て
い
る
称
名
寺
本
の
原
装
に
つ
い
て
は
、
粘
葉
装
、

袋
綴
装
、
包
背
装
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
の
か
、
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

た
だ
、
称
名
寺
本
の
形
態
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
見
過
ご
せ
な
い
の
が
、
称
名
寺
本
に
散
見
す
る
隣
接
丁
の
余
計
な
刷
り
残
し
の

印
像
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
樅
者
が
鯛
在
し
た
と
こ
ろ
、
称
名
寺
本
の
み
な
ら
ず
、
全
冊
の
残
る
髄
谷
本
『
科
註
』
に
お
い
て
も
、

刷
り
残
し
の
印
像
は
奇
数
丁
盤
も
し
く
は
偶
数
丁
炎
の
綴
じ
Ｈ
側
に
附
随
し
て
い
る
の
が
判
明
し
た
。
こ
の
両
粁
は
、
綴
じ
側
を
挟

ん
で
連
続
す
る
関
係
に
位
悩
し
て
い
る
。
よ
っ
て
隆
師
本
「
科
識
』
が
巻
子
本
で
伝
わ
っ
て
い
る
州
英
も
含
め
る
と
、
称
箔
寺
本
の

版
木
は
巻
子
本
を
刷
る
様
式
の
延
腿
に
あ
る
一
而
二
丁
の
艮
版
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
そ
し
て
そ
の
場
合
の
版
木
に
お
け
る
・
一
丁

分
の
内
容
は
、
第
一
半
ｒ
か
ら
第
四
半
丁
ま
で
の
本
文
の
順
序
が
、
．
・
二
‘
三
・
四
」
と
続
い
て
配
樅
さ
れ
て
雌
刻
さ
れ
た
も

隼、

‘。

わ
り
に

称
名
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
蓮
薙
経
」
小
考
（
大
平
寛
龍
）

寺
本
『
科
賊
〕
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
を
試
み
て
き
た
。
小
柵
の
検
祇
を
通
じ
て
縛
ら
れ
た
知
兄
は
以
ド
の
よ
う
な
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の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
住
吉
肌
彦
氏
に
よ
れ
ば
、
五
山
版
以
前
の
鎌
倉
時
代
の
冊
子
用
の
版
木
は
一
面
二
丁
の
様
式
が
普
通
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
称
名
寺
本
が
鎌
倉
期
の
も
の
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
と
通
ず
る
面
が
あ
る
。
ま
た
中
国
や
朝
鮮
の
版
木
は
片

面
一
丁
ず
つ
の
短
版
で
あ
り
、
一
面
二
丁
以
上
の
長
版
の
存
在
を
聞
か
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
称
名
寺
本
を
元
版
と
兄
な
せ

る
可
能
性
を
さ
ら
に
低
く
す
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
版
木
で
刷
ら
れ
た
称
名
寺
本
の
服
装
が
粘
莱
装
と
見
な
さ
れ
た
の
は
、
版
心
や
左
右
の
匡
邪
が
な
い
こ
と
や
、
防
虫

効
果
を
期
待
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
イ
チ
ョ
ウ
や
麻
の
葉
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
粘
業
装
で
あ
れ

ば
、
見
開
い
た
印
刷
価
の
左
端
な
ど
に
刷
り
残
し
の
印
像
が
Ⅲ
に
つ
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
点
は
望
ま
し
く
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
ま
た
鎌
倉
時
代
の
一
紙
川
而
で
半
丁
川
面
分
を
刷
る
粘
葉
装
冊
子
版
本
に
対
応
し
た
一
川
三
Ｊ
の
版
木
は
、
本
文
の
順
序
が

「
四
・
一
、
二
・
三
」
と
い
う
配
世
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
現
存
す
る
と
い
う
。
故
に
こ
の
版
木
で
刷
っ
た
場
合
、
。
」
（
第
一
半

丁
）
と
「
二
」
（
第
二
半
丁
）
の
本
文
は
版
木
上
で
は
並
ん
で
い
る
も
の
の
、
刷
っ
た
際
に
は
一
紙
の
裏
表
の
位
置
関
係
と
な
る
こ
と

か
ら
、
仮
に
刷
り
残
し
が
附
随
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
こ
と
「
二
」
の
首
尾
行
と
な
り
、
「
・
一
」
（
第
二
半
丁
）
と
「
一
三
（
第
一
↑
一

半
丁
）
の
首
尾
行
の
刷
り
残
し
は
映
ら
な
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
称
名
寺
本
や
龍
谷
本
で
は
第
二
半
丁
と
箆
一
・
半

丁
の
首
尾
行
の
刷
り
残
し
が
附
随
し
て
い
る
事
実
と
適
合
し
な
い
可
能
性
が
商
い
と
思
わ
れ
る
。
他
方
で
．
・
弓
三
・
四
」
の

配
慨
の
版
木
は
、
称
名
寺
本
や
龍
谷
本
に
映
る
刷
り
残
し
の
位
慨
と
適
合
す
る
可
能
性
が
高
い
と
奪
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
こ
れ
は
袋
綴
装
に
適
す
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
示
唆
的
な
の
が
、
艮
版
を
川
い
て
附
随
し
た
刷
り
残
し
の
印
像
が
併
容

さ
れ
た
の
は
、
僻
脳
部
分
に
隠
れ
る
こ
と
を
念
賊
と
し
た
袋
綴
装
を
前
提
と
し
て
い
た
と
兄
る
住
占
朋
彦
氏
の
六
張
一
版
の
脱
で
あ

る
。
服
紙
に
綴
じ
糸
が
通
さ
れ
た
袋
綴
装
と
な
っ
て
い
る
現
状
の
碗
谷
本
を
兄
側
い
た
時
、
こ
の
刷
り
奴
し
の
印
像
は
綴
じ
代
の
奥

と
な
っ
て
Ⅲ
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
吉
氏
の
主
張
に
は
称
名
寺
本
の
服
装
を
袋
級
装
と
仮
定
し
た
珊
合

称
名
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
蓮
轆
経
」
小
考
（
大
平
寛
棚
）
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に
適
す
る
面
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
龍
谷
本
が
原
装
の
ま
ま
で
あ
る
保
祇
は
な
く
、
ま
た
住
吉
氏
の
説
は
六
張
一
版

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
一
Ⅶ
二
丁
と
は
那
怖
が
異
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
ま
で
は
五
山
版
の
ほ
と
ん
ど

が
包
背
装
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
流
山
版
の
研
究
」
の
見
解
を
考
蝋
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
称
妬
寺
本
は
包
仔
渋
で
あ
っ
た
可
能
性
も

巷
え
ら
れ
る
。
仮
に
包
背
雑
で
あ
れ
ば
、
刷
り
残
し
の
印
像
は
袋
綴
装
と
Ⅲ
嫌
に
綴
じ
代
側
に
位
慨
す
る
た
め
、
立
ち
に
く
く
な
り
、

ま
た
包
み
表
紙
と
背
の
部
分
を
糊
で
付
け
る
こ
と
か
ら
、
防
虫
効
果
を
期
待
し
て
イ
チ
ョ
ウ
や
麻
の
熊
を
挟
み
こ
ん
だ
蛎
怖
と
も
結

び
つ
く
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
服
装
に
側
す
る
こ
れ
ら
の
考
察
は
可
能
性
を
探
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
性
急
に
緒

論
を
求
め
る
の
は
止
め
て
お
き
た
い
。
た
だ
、
称
名
寺
本
と
龍
谷
本
の
調
巻
内
容
が
韮
本
的
に
は
一
致
し
た
こ
と
に
よ
り
、
五
山
版

と
見
ら
れ
る
『
科
註
』
は
．
冊
子
本
と
し
て
一
丁
ご
と
の
刷
る
分
量
が
予
め
設
定
さ
れ
て
い
た
焚
版
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
折
り
目
に
印
字
が
ほ
ぼ
掛
か
っ
て
い
な
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
検
証
結
果
か
ら
は
、
称
名
寺
本
一
科
註
』
は
龍
谷
本
「
科
註
一
な
ど
と
同
様
の
一
面
一
丁
の
長
版
を
用
い
て
作
成
き
れ
た

も
の
で
あ
り
、
ま
た
川
瀬
一
馬
氏
が
五
山
版
と
見
な
し
た
版
種
に
お
い
て
『
五
山
版
の
研
究
』
の
収
録
か
ら
洩
れ
て
い
た
一
本
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
原
装
を
折
本
と
す
る
考
え
方
は
認
容
さ
れ
得
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

な
お
近
年
に
お
い
て
は
、
五
山
版
の
定
義
を
如
何
に
見
る
か
と
い
う
問
題
が
改
め
て
雛
論
さ
れ
て
お
り
、
川
瀬
一
馬
氏
の
『
五
山

（
髄
》

版
の
研
究
」
に
つ
い
て
も
、
今
後
は
大
き
く
見
直
し
が
刷
ら
れ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
、
称
名
寺
本
や
龍
谷
本
な
ど
に
散
見

す
る
刷
り
残
し
の
印
像
の
川
越
は
、
称
澗
寺
本
を
元
版
と
す
る
見
方
を
職
極
的
に
支
持
す
る
要
紫
と
は
な
り
得
に
く
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
川
胆
を
考
え
る
ｋ
で
も
、
希
少
な
巻
子
本
形
態
で
伝
わ
る
朧
師
本
『
科
雌
』
の
存
在
は
ま
す
ま
す
砿
要
と

な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
称
籍
寺
本
『
科
蝕
』
を
扱
う
際
に
は
、
小
稿
で
考
察
し
て
き
た
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
は
十
分
に

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

称
名
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
迩
華
経
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）
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（
８
）
簡
橋
秀
栄
細
「
金
沢
文
服
保
神
版
本
Ⅱ
鍬
」
〔
以
下
、
商
楠
秀
栄
絹
「
版
木
目
録
」
）
『
金
沢
文
服
研
究
」
鯆
二
兀
巻
鋪
側
・
痂
号
（
通

巻
二
ｘ
八
・
二
爪
九
号
）
、
一
九
七
九
年
九
川
、
一
・
頁
。

（
９
）
神
奈
川
県
立
金
沢
文
叩
稲
『
テ
ー
マ
鵬
法
樅
侭
仰
』
〔
以
下
、
例
鍬
『
法
鞭
偲
仰
』
〕
神
奈
川
鼎
立
金
沢
文
叩
、
一
九
九
六
年
、
五

川
頁
。

し
た
一
称
名
寺
聖

華
経
」
も
「
元
刊

（
７
）
川
瀬
一
馬
万

年
八
〃
、
二
頁

（
３
）
尾
箭
雄
二
郎
・
竺
沙
雅
章
戸
川
芳
郎
綱
『
中
国
文
化
史
大
戦
典
』
大
修
館
書
店
、
二
○
二
ゞ
年
、
三
二
頁
。

（
４
）
文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
「
称
名
寺
聖
教
目
録
』
（
二
、
文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
、
二
○
○
六
年
、
七
一
《
～
七
四
頁
。

（
５
）
た
だ
『
称
名
寺
聖
戦
目
録
』
（
一
）
に
は
‐
「
屯
謎
山
長
福
禅
寺
啓
院
常
住
也
」
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
は
記
戦
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ

の
禅
院
か
不
詳
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
前
掲
『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
（
一
）
七
三
～
七
四
頁
。

（
６
）
朴
鋳
辰
「
元
代
『
科
註
妙
法
蓮
飛
絲
』
の
刊
行
と
流
通
」
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
通
号
一
三
八
号
、
二
○
一
六
年
一
・
月
で
は
、
こ
う

し
た
『
称
名
寺
聖
教
目
録
』
の
兄
解
に
韮
づ
い
て
称
名
寺
本
「
科
註
妙
法
蓮
華
経
」
を
取
り
上
げ
論
じ
て
お
り
、
龍
谷
本
『
科
註
妙
法
蓮

華
経
」
も
「
元
刊
本
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

（
７
）
川
瀬
一
馬
「
中
肚
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
脈
」
「
金
沢
文
服
研
究
』
鋪
一
上
巻
第
八
号
（
通
巻
一
八
川
号
）
、
一
九
じ
一

（
１
）
な
お
金
沢
文
脈
が
櫛
理
す
る
「
金
沢
文
叩
文
啓
」
（
四
一
四
九
点
）
と
「
称
墹
寺
蝋
教
」
（
穂
ハ
峠
ハ
九
二
点
）
は
、
そ
の
後
の
二
○
一

』
ハ
年
八
″
、
胤
宝
に
術
定
さ
れ
た
。
水
村
坑
「
金
沢
文
叩
文
件
・
称
粕
寺
咄
教
の
脚
宝
指
定
と
そ
の
賦
義
」
蚕
沢
文
脈
研
究
』
塗
一
・
三

八
号
、
二
○
一
七
年
三
月
、
六
～
八
典
。

（
２
）
金
沢
県
立
金
沢
文
硴
糊
「
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
学
問
』
（
「
称
名
寺
聖
教
」
皿
要
文
化
財
指
定
記
念
企
阿
腿
）
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
脈
、

二
○
○
六
年
、
二
頁

註

称
名
寺
理
数
『
科
雄
妙
法
迩
帷
経
」
小
考
（
大
平
寛
脳
）
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（
川
）
こ
の
他
、
金
沢
文
雌
に
保
管
さ
れ
て
い
る
天
台
典
鯆
の
一
つ
と
し
て
称
名
寺
本
「
科
註
』
を
挙
げ
て
い
る
以
ド
の
文
献
が
あ
る
が
、

小
稿
に
お
け
る
関
心
の
対
象
か
ら
外
れ
る
た
め
、
紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
塩
入
良
道
・
池
田
魯
参
「
金
沢
文
庫
の
天
台
典
籍
」

『
金
沢
文
庫
研
究
』
第
一
↑
三
巻
五
号
（
通
巻
二
四
七
号
）
、
一
九
七
七
年
一
○
月
、
ゞ
頁
。

（
皿
）
前
掲
、
川
瀬
一
馬
「
中
世
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
庫
」
§
一
頁
。

（
贈
）
前
掲
、
高
橋
秀
栄
編
「
版
本
目
録
」
二
頁
。

（
脇
）
前
掲
‐
図
録
『
法
華
信
仰
』
五
四
頁
。

（
皿
）
前
掲
、
川
瀬
一
馬
「
中
世
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
庫
」
二
頁
。

（
喝
）
前
掲
、
高
橋
秀
栄
細
「
版
本
目
録
」
二
頁
。

（
脇
）
前
掲
・
図
録
『
法
鑛
偏
仰
」
流
四
頁
。

（
〃
）
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
他
従
山
長
福
禅
寺
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
を
期
し
た
い
。

（
脇
）
小
稿
で
は
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
本
呰
に
関
し
て
は
以
下
に
依
る
。
伽
掲
『
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
学
問
』
一
・
頁
。

（
四
）
小
稿
で
は
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
本
灘
に
関
し
て
は
以
ド
に
依
る
。
前
掲
『
称
名
寺
聖
数
目
録
」
二
）
、
上
玉
～
七
四
頁
。

（
鋤
）
Ⅲ
褐
、
川
瀬
一
脇
「
中
枇
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
服
」
・
一
興
。

（
副
）
な
お
第
一
冊
間
に
お
い
て
は
、
一
行
日
に
刷
ら
れ
て
い
る
「
朴
拙
妙
法
辿
糀
雑
巻
鋪
・
こ
の
心
隣
に
「
屯
鍵
山
焚
拙
禅
寺
群
院
備

他
也
」
の
締
が
許
き
込
ま
れ
て
い
る
一
例
ｌ
】
を
参
照
。

（
鋤
）
な
お
川
瀬
一
馬
氏
は
「
紙
幡
一
尺
一
寸
一
分
。
界
間
約
八
寸
九
分
」
、
「
版
本
Ⅲ
録
」
で
は
「
紙
測
三
二
九
四
と
記
し
て
あ
る
。

前
掲
、
川
瀬
一
馬
「
中
世
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
叩
」
二
画
・
前
掲
、
研
橘
秀
栄
綱
「
版
木
目
録
」
二
頁
。

兎
）
前
掲
、
川
瀬
一
蝿
「
中
世
Ⅲ
束
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
脈
」
二
面
。

（
剖
）
前
掲
、
図
説
「
法
堆
信
仰
』
丘
四
頁
。

（
お
）
前
掲
、
川
瀬
一
馬
「
中
世
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
服
」
二
頁
。

称
名
作
聖
教
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）
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（
胡
）
前
掲
、
図
録
一
法
準
信
仰
』
五
叫
頁
。
ま
た
川
瀬
一
馬
氏
が
「
器
冊
首
に
服
の
宋
版
本
の
弊
縁
刊
妃
が
兄
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
点

に
つ
い
て
も
、
疑
問
符
が
付
く
（
前
掲
、
川
瀬
一
鳩
「
中
枇
Ⅲ
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
脈
」
二
瓦
）
。
な
お
各
川
竹
の
離
縁

刊
妃
の
捌
在
に
つ
い
て
は
今
後
の
抑
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
銘
）
前
掲
、
川
瀬
一
馬
「
中
世
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
脈
」
二
頁
。

（
瓢
）
前
掲
、
厨
橘
秀
栄
稲
「
版
木
目
録
」
二
頁
。

（
弱
）
前
掲
、
例
録
『
法
稚
侭
仰
』
八
川
面
。

（
郡
）
川
瀬
一
蝿
『
五
山
版
の
研
究
」
ｋ
巻
（
研
究
澗
）
、
日
本
古
書
餅
協
会
、
一
九
七
○
年
、
九
三
、
コ
マ
・
○
、
三
六
一
～
一
・
・
六
二
頁
。

・
一
月
、

（
鋤
）
中

（
鋤
）
西

（
別
）
夷

あ
る
。 中

（
郡
）
こ
れ
に
関
し
て
は
、
図
録
「
法
雄
侭
仰
」
で
は
弓
科
註
妙
法
遡
縦
経
』
は
羅
什
沢
の
『
法
華
総
」
を
七
巻
に
わ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当

に
各
品
の
科
段
を
股
け
て
注
釈
を
つ
け
た
も
の
」
と
解
脱
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
、
図
録
『
法
飛
佃
仰
』
五
四
画
）
。

（
幻
）
三
棚
の
『
科
餓
』
に
つ
い
て
は
、
拙
拙
「
日
隆
蝋
人
御
所
持
忍
空
滞
腿
版
妙
法
遡
雅
維
』
『
朴
伽
妙
法
辿
堆
絲
』
小
考
」
藤
林
学

濃
」
鋪
二
江
号
、
一
・
○
一
四
年
一
・
・
月
、
二
○
六
～
二
○
七
頁
。

（
銘
）
経
前
録
と
は
、
第
・
巻
に
お
い
て
、
維
文
の
本
文
の
殿
初
で
あ
る
「
妙
法
蓮
華
雑
序
品
鋪
こ
の
槻
題
に
至
る
ま
で
に
収
録
さ
れ
た
、

法
華
雑
に
関
す
る
極
々
の
解
説
文
の
箇
所
を
指
す
。
五
山
版
と
見
ら
れ
る
『
科
註
」
の
当
該
箇
所
の
日
猟
に
は
、
「
科
誰
妙
法
迩
華
綴
経

前
録
天
台
疏
諸
義
」
〔
※
筆
新
注
、
傍
線
は
縦
考
が
付
し
た
〕
と
い
う
標
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
韮
づ
い
て
錐
背
は
こ
の
箇
所
を

経
前
録
と
呼
ん
で
い
る
。
拙
稿
「
本
国
寺
Ｈ
伝
写
本
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
に
関
す
る
一
考
察
・
一
『
興
風
」
弟
三
三
号
、
一
・
Ｑ
二
年
一

称
名
寺
聖
牧
「
科
註
妙
法
辿
兼
経
」
小
考
（
大
平
寛
Ⅲ
）

國
佛
教
人
名
大
辞
典
編
輯
委
員
会
編
『
中
國
佛
教
人
名
大
辞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
八
七
七
頁
。

西
義
雄
ほ
か
監
修
『
大
日
本
続
蔵
経
』
第
二
四
巻
、
同
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
、
六
三
五
頁
ｃ
。

『
金
剛
経
科
釈
一
の
解
題
に
、
河
村
考
照
二
大
日
本
続
蔵
経
』
解
題
（
五
）
』
国
番
刊
行
会
、
出
版
年
不
詳
、
一
三
九
～
一
四
一
頁
が

二
六
八
～
三
七
四
頁
。
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（
”
）
た
だ
し
小
汀
文
叩
蔵
本
『
科
縦
妙
法
迦
飛
継
』
は
》
九
ヒ
ニ
年
而
月
に
Ⅱ
本
橋
三
越
で
行
わ
れ
た
大
人
札
会
で
放
出
さ
れ
て
い
る

『
小
汀
文
剛
稀
井
珍
木
腱
槻
入
札
Ⅱ
録
』
束
京
占
典
会
、
一
九
ヒ
ニ
年
、
一
○
、
六
五
頁
。
反
町
茂
雄
『
虹
典
家
・
梁
界
・
業
界
人
』
八

木
許
店
、
一
九
八
側
年
、
二
○
パ
ー
一
・
○
八
頁
。

（
羽
）
前
掲
、
拙
稿
「
Ⅱ
隆
盤
人
伽
所
持
『
心
空
猟
慶
版
妙
法
迩
華
経
」
『
科
縦
妙
法
蓮
華
経
』
小
考
」
一
二
面
～
二
・
・
二
頁
。

（
調
）
前
掲
、
川
瀬
一
馬
「
五
山
版
の
研
究
」
上
巻
、
九
三
頁
、
二
三
○
頁
。

（
㈹
）
龍
谷
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
貴
砿
資
料
の
阿
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
龍
谷
蔵
」
（
龍
谷
大
学
図
詳
館
貴
砿
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
）
が
近
年
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
龍
谷
蔵
」
に
お
い
て
、
龍
谷
本
『
科
註
』
も
公
開
さ
れ
て
い
る
（
三
宮
く
き
言
蚕
言

］
望
三
ｓ
言
・
罵
言
壽
冨
ミ
ｇ
ご
信
望
睡
鵠
号
自
室
と
緯
？
言
望
シ
皇
宮
塞
両
婁
声
婁
因
望
両
婁
諺
今
篭
裏
面
髪
画
望
や
望
蜀
婁
や
婁
農

胄
婁
ご
表
戸
皇
｝
〕
皇
国
望
鐸
ｇ
ｏ
〔
最
終
確
認
ｑ
《
○
二
二
年
九
月
三
日
〕
。

（
牡
）
前
掲
、
川
瀬
一
馬
「
中
世
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
庫
」
二
頁
。

（
⑫
）
前
掲
、
川
瀬
一
馬
『
五
山
版
の
研
究
』
上
巻
、
四
一
頁
。

（
蝿
）
前
掲
、
川
瀬
一
馬
『
五
山
版
の
研
究
』
上
巻
、
九
三
頁
、
二
三
○
頁
。

（
“
）
前
掲
、
商
橋
秀
栄
綱
「
版
木
目
録
」
二
頁
。

（
幅
）
前
掲
、
川
瀬
一
馬
「
五
山
版
の
研
究
」
上
巻
、
四
八
頁
。

（
妬
）
前
掲
、
図
録
「
法
蕪
侭
仰
』
流
四
頁
。

（
灯
）
「
弘
文
職
待
貿
古
排
日
』
第
川
五
号
、
一
九
七
四
年
一
月
、
一
三
四
頁
。

（
侶
）
執
行
海
秀
『
伽
義
口
伝
の
研
究
』
山
罵
脇
、
・
一
○
○
六
年
、
一
・
○
六
頁
。

（
伯
）
前
掲
、
川
瀬
一
蝿
「
中
仙
関
東
に
於
け
る
印
刷
文
化
と
金
沢
文
脈
」
二
頁
。

（
鋤
）
前
掲
、
高
摘
秀
栄
綱
「
版
本
目
録
」
二
頁
。

（
副
）
前
掲
、
図
録
「
法
兼
信
仰
」
五
四
頁
。

称
名
寺
聖
牧
「
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
小
考
（
大
平
寛
脳
）
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（
舵
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
柵
で
も
触
れ
た
。
前
掲
、
拙
稿
「
撤
山
文
脈
天
海
蔵
『
科
莊
妙
法
迩
蕪
経
』
小
考
」
〔
投
稿
中
〕

（
侭
）
住
吉
川
彦
氏
は
、
川
瀬
一
蝿
『
江
川
版
の
研
究
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
版
秘
か
ど
う
か
が
一
般
に
は
参
考
に
き
れ
て
い
る
現
状
が
あ

（
認
）
前
掲
、
拙
稿
「
日
隆
咄
人
御
所
持
『
心
空
撚
鵬
版
妙
法
蓮
華
経
」
『
科
縦
妙
法
迩
蕪
総
』
小
考
」
二
三
三
～
二
二
六
頁
。

（
訓
）
前
掲
、
拙
稿
「
Ｈ
隆
飛
人
伽
所
持
『
心
空
砺
醍
版
妙
法
蓮
飛
総
」
『
科
益
妙
法
迩
鞭
維
』
小
考
」
皇
・
・
三
～
二
宝
六
頁
。

（
弱
）
住
吉
川
彦
「
几
山
版
の
裟
訂
」
『
立
命
航
文
学
』
鋪
六
六
四
号
、
・
５
一
九
年
一
二
月
、
川
八
一
～
叫
八
・
両
。

（
郡
）
住
吉
川
彦
「
六
眼
一
版
の
脱
ｌ
渡
来
刻
工
の
刻
ん
だ
版
木
の
か
た
ち
ｌ
」
（
人
Ⅲ
文
化
研
究
機
柵
脚
立
朧
史
民
倫
博
物
航
細
「
時
代
を

作
っ
た
技
坤
中
世
の
生
贈
旅
命
』
人
間
文
化
研
究
機
椛
側
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
湛
○
二
・
年
）
一
九
八
頁
。

（
訂
）
前
掲
「
よ
み
が
え
る
鎌
倉
の
学
問
』
一
八
頁
。

（
記
）
前
掲
、
住
吉
朋
彦
「
五
山
版
の
装
訂
」
四
七
四
頁
。

（
弱
）
住
吉
朋
彦
氏
は
、
一
面
二
丁
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
日
本
の
版
木
の
実
例
で
は
一
面
に
二
張
、
表
裏
で
凹
張
の
、
二

張
掛
け
の
遺
品
が
多
く
、
同
様
の
印
本
も
認
め
ら
れ
る
が
、
二
張
掛
け
の
版
で
は
匡
郭
ど
う
し
の
空
隙
が
十
分
に
取
ら
れ
、
隣
接
の
匡
郭

が
印
紙
に
映
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
比
較
的
少
な
い
。
」
（
住
吉
朋
彦
「
五
山
版
二
一
註
』
巷
」
（
佐
藤
逆
生
・
商
田
信
敬
・
中
川
博
夫
編

言
れ
か
ら
の
国
文
学
研
究
の
た
め
に
池
川
利
夫
追
悼
論
集
』
笠
間
書
院
、
二
○
一
四
年
）
・
三
川
頁
）
。
但
し
称
名
寺
本
『
科
註
」
に

は
左
右
の
匡
郭
が
な
く
，
ま
た
刷
り
残
し
が
散
見
す
る
。

（
帥
）
前
掲
、
川
瀬
一
脇
『
江
川
版
の
研
究
」
上
巻
、
四
○
頁
。

（
例
）
五
山
版
と
見
ら
れ
る
『
科
雛
』
の
焚
丁
に
側
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
丁
数
の
印
字
に
も
注
愈
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
別
稿
で
指
摘

し
た
。
拙
悩
「
淑
山
文
叩
天
海
職
「
科
伽
妙
法
遡
稚
絲
」
小
琴
」
「
Ⅲ
迩
敬
学
研
究
所
紀
要
』
鋪
庇
○
号
（
創
刊
八
○
周
年
紀
念
号
）
〔
役

（
認
）
後
述
す
る
よ
う
に
、
小
稿

を
対
象
と
し
た
も
の
と
す
る
。
小
橋

縞
中
一

称
名
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
辿
稚
経
」
小
考
（
大
平
寛
髄
）

で
表
記
す
る
『
科
註
』
の
丁
数
は
、
原
則
と
し
て
紙
数
を
単
に
数
え
た
も
の
で
は
な
く
、
刷
ら
れ
た
箇
所
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〔
付
妃
〕

剛
隆
聖
人
御
所
持
本
「
科
繊
妙
法
迩
堆
経
」
の
画
像
の
掲
戦
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
本
山
本
卿
寺
御
凹
筒
小
西
Ⅱ
迩
挽
下
よ
り
伽
商
配
を

賜
り
ま
し
た
。
ま
た
称
名
寺
所
蔽
木
「
科
註
妙
法
蓮
唯
経
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
称
名
寺
様
よ
り
写
典
利
用
の
御
許
可
を
頂
き
、
ま
た
金
沢

文
庫
棟
に
は
原
本
の
調
交
の
御
静
可
と
写
真
を
御
提
供
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
髄
谷
大
学
図
醤
館
様
に
は
、
龍
谷
大
学
所
蔵
本
「
科
註
妙
法

蓮
華
経
」
に
つ
き
ま
し
て
、
改
め
て
の
原
本
の
調
査
と
画
像
の
掲
紋
を
御
許
可
頂
き
ま
し
た
。
加
え
て
大
谷
大
学
図
詳
館
様
に
は
、
御
所
蔵

の
『
科
註
妙
法
蓮
華
経
』
の
画
像
の
掲
戦
に
つ
き
ま
し
て
御
許
可
頂
き
ま
し
た
。
な
お
、
元
朝
史
を
専
門
と
す
る
牛
根
蛸
裕
氏
（
立
命
館
大

学
授
業
担
当
講
師
龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
等
）
に
は
‐
元
版
と
中
心
と
し
た
筆
者
の
質
問
に
対
し
、
詳
し
く
御
教
示
頂
き
ま
し
た
。
た
だ

し
文
責
は
濯
者
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
記
し
、
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
科
縦
妙
法
巡
雌
絲
称
瑞
が
金
沢
文
叩
徐
証

る
こ
と
を
述
べ
る
一
方
で
、
本
諜
は
五
山
版
の
範
囲
を
相
当
広
く
捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
征
山
版
の
意
義
を
不
明
瞭
と
す
る
面
も
あ
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る
（
住
吉
川
彦
「
五
山
版
『
韻
鏡
』
再
考
」
『
学
林
」
第
さ
・
号
、
二
○
一
六
年
二
月
、
意
一
○
～
淫
一
二
頁
）
な
お

五
山
版
の
定
義
に
関
し
て
論
じ
た
岐
近
の
研
究
に
、
堀
川
尚
刈
「
五
山
版
を
ど
う
考
え
る
か
」
（
藤
本
稚
夫
編
『
書
物
・
印
刷
・
本
岻

、
中
川
を
め
ぐ
る
本
の
文
化
史
」
勉
倣
出
版
、
垂
○
二
一
年
盲
・
じ
八
～
一
・
九
二
頁
が
あ
り
、
川
二
九
○
頁
の
注
（
１
）
で
五
山
版
の
定

礎
に
関
す
る
縦
倫
の
喪
点
を
路
叩
し
て
い
る

称
坊
寺
聖
教
『
科
註
妙
法
述
埖
維
』
小
考
（
大
平
寛
龍
）

丘

111
版

袋
綴
装
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